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 【町の世帯と人口】
    ６月１日現在（前月比）

世帯数　２，６４７（ 1 減）

人　口　５，０２７（ 1 増）

　　男　２，５２１（ 0 　）

　　女　２，５０６（ 1 増）

　 《人口動態（５月中）》

転　入　17　　転　出　 6

出　生　 1　　死　亡　 8

その他　 0　　その他　 3

師

岡

町

長

就

任

所

信

表

明

 

私
は
、
去
る
５
月
17
日
に
執

行
さ
れ
ま
し
た
奥
多
摩
町
長
選

挙
に
お
き
ま
し
て
、
住
民
皆
様

を
は
じ
め
各
方
面
か
ら
の
温
か

い
ご
支
援
、
ご
厚
情
を
賜
り
、

５
月
24
日
か
ら
奥
多
摩
町
長
に

就
任
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

師
岡
伸
公
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
長
就
任
に
あ
た
り
ま
し

て
、
あ
い
さ
つ
並
び
に
所
信
表

明
の
お
時
間
を
頂
戴
し
ま
し

た
。
皆
様
方
に
心
よ
り
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。
本
日
は
、
こ

れ
か
ら
の
町
政
の
基
本
的
な
考

え
方
を
お
伝
え
し
て
ま
い
り
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
19
年
11
月
に
住

民
皆
様
の
ご
支
援
を
賜
り
、
町

議
会
議
員
に
就
任
し
て
以
来
、

12
年
間
、
議
員
の
立
場
か
ら
「
ま

ち
づ
く
り
」
に
参
画
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

今
回
の
町
長
選
挙
期
間
中
に

は
、
住
民
の
皆
様
か
ら
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
期
待
の
大
き

さ
に
、
改
め
て
町
長
職
の
責
任

の
重
さ
を
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
誠
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
れ
ま
で
に
取
り
組

ん
で
き
た
課
題
の
ひ
と
つ
と
し

て
、
少
子
高
齢
化
対
策
が
あ
げ

ら
れ
ま
す
。
若
者
定
住
化
に
つ

い
て
は
、
着
々
と
推
進
し
、
一

定
の
成
果
を
得
て
い
ま
す
が
、

一
方
で
出
産
後
の
母
親
の
雇
用

対
策
、
働
く
若
い
夫
婦
へ
の
支

援
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境

づ
く
り
、
生
活
習
慣
病
対
策
を

は
じ
め
と
す
る
高
齢
者
の
健
康

づ
く
り
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
課
題

が
山
積
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
障
が
い
者
福
祉
に
お
き
ま

し
て
も
一
歩
進
め
た
形
で
の

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
実

現
に
向
け
、
推
進
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
で
は
、
行
政
面
積

の
94
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
広

大
な
森
林
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
豊
か
な
奥
多
摩
の
空
間
と
い

う
財
産
も
改
め
て
活
用
す
る
必

要
性
を
痛
感
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
貴
重
な
財
産
を
活
用
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
、
公
平
感
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
推

進
す
る
た
め
、
奥
多
摩
町
長
選

挙
に
立
候
補
す
る
決
意
を
固
め

ま
し
た
。

　

立
候
補
に
あ
た
り
ま
し
て

は
、
河
村
前
町
長
が
４
期
、
16

年
間
、
長
期
総
合
計
画
を
基
本

と
し
な
が
ら
、
新
た
な
事
業
に

も
精
力
的
に
取
り
組
み
、
近
隣

市
町
村
や
東
京
都
を
は
じ
め
と

す
る
関
係
機
関
等
と
の
信
頼
関

係
を
築
き
、
町
政
を
順
調
に
進

展
さ
せ
て
き
た
状
況
、
さ
ら
に

は
、
町
政
運
営
の
計
り
知
れ
な

い
ご
苦
労
に
つ
い
て
は
、
十
分

に
理
解
を
し
て
お
り
、
町
民
を

代
表
し
て
、
改
め
て
敬
意
を
表

す
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
過
日
、
東
京
都
庁
を

訪
れ
、各
局
の
局
長
を
は
じ
め
、

東
京
都
職
員
の
皆
様
に
就
任
の

あ
い
さ
つ
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
ら
れ

た
実
績
と
信
頼
関
係
を
引
き
続

き
維
持
し
、
さ
ら
に
発
展
す
べ

く
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

現
在
、
全
国
の
町
村
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
一
段
と
厳
し
い

状
況
に
あ
り
ま
す
が
、
私
は
、

河
村
前
町
長
の
政
治
姿
勢
と
町

政
運
営
の
バ
ト
ン
を
し
っ
か
り

と
受
け
継
ぎ
な
が
ら
、
新
し
い

風
を
吹
か
せ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、各
地
域
の
活
動
に
は
、

正
し
い
だ
け
で
な
く
、
言
い
換

え
ま
す
と
義
務
感
だ
け
で
な

く
、
そ
こ
に
は
自
発
的
に
参
加

　

令
和
２
年
第
２
回
町
議
会
定

例
会
（
第
１
日
・
６
月
11
日
）

に
お
い
て
、
師
岡
町
長
が
就
任

所
信
表
明
を
発
表
し
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　
　
　

《
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
》
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町
長
所
信
表
明

特
別
定
額
給
付
金

す
る
こ
と
の
楽
し
さ
も
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
、
住

民
皆
様
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
に
邁
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

奥
多
摩
エ
リ
ア
は
東
京
の
水

源
で
あ
り
、
そ
の
水
は
東
京
湾

へ
と
繋
が
っ
て
い
ま
す
。
町
が

加
盟
し
て
お
り
ま
す
「
全
国
水

源
の
里
連
絡
協
議
会
」
は
、
全

国
の
水
源
の
里
の
活
性
化
を
図

る
た
め
の
組
織
で
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
設
立
に
あ
た
り
ま
し

て
は
「
上
流
は
下
流
を
思
い
、

下
流
は
上
流
に
感
謝
す
る
」
と

い
う
理
念
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り

ま
す
。
東
京
が
元
気
で
あ
る
た

め
に
は
、
奥
多
摩
が
元
気
で
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
高
齢
者

皆
様
が
元
気
で
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
、
そ
し
て
私
た
ち
を
含
め

た
全
世
代
の
た
め
に
全
力
を
尽

く
す
決
意
で
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
世
界
で
猛
威
を
振

る
っ
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
症
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
の
基
本
的
対
処
方

針
や
都
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
踏

ま
え
、
町
と
し
て
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
を

継
続
す
る
中
、
引
き
続
き
住
民

皆
様
の
感
染
防
止
、
健
康
を
第

一
に
考
え
、
町
内
関
係
機
関
と

も
連
携
を
図
る
こ
と
で
、
万
一

の
感
染
発
生
時
に
も
医
療
体
制

の
崩
壊
を
招
か
ぬ
よ
う
職
員
と

一
丸
と
な
っ
て
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
立
町
を
標
榜
す

る
町
に
お
い
て
、
先
月
ま
で
の

緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
た
来
町

自
粛
の
要
請
に
よ
り
町
内
の
観

光
事
業
者
の
皆
様
、
さ
ら
に
は

住
民
皆
様
に
ご
負
担
を
お
掛
け

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町
内
の

観
光
事
業
者
に
は
奥
多
摩
観
光

協
会
を
通
じ
た
助
成
金
の
支
給

を
４
月
下
旬
よ
り
開
始
し
、
一

方
、
住
民
皆
様
に
は
町
議
会
皆

様
の
要
望
を
受
け
、
国
の
特
別

定
額
給
付
金
と
は
別
に
町
独
自

の
給
付
金
を
上
乗
せ
し
、
申
請

書
を
受
付
後
、
概
ね
２
週
間
後

を
目
途
に
給
付
手
続
き
を
進

め
、
給
付
対
象
世
帯
２
６
５
０

世
帯
の
う
ち
、
初
回
の
６
月

４
日
に
は
１
１
３
１
世
帯
に
、

第
２
回
目
の
６
月
11
日
に
は

１
１
０
９
世
帯
に
対
し
、
そ
れ

ぞ
れ
給
付
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
感
染
症
対
策
は
、
治
療

法
の
確
立
、
ワ
ク
チ
ン
の
開

発
・
予
防
接
種
が
実
施
さ
れ
る

ま
で
の
長
期
戦
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
感
染
拡
大
防
止

を
図
る
と
と
も
に
、
刻
々
と
変

化
す
る
状
況
に
応
じ
、
町
民
皆

様
、
事
業
者
皆
様
に
対
す
る
必

要
な
支
援
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

つ
ぎ
に
、
昨
年
10
月
に
襲
来

し
た
台
風
第
19
号
・
東
日
本
台

風
災
害
の
爪
痕
は
、
町
内
の
各

所
に
い
ま
だ
残
っ
て
お
り
、
わ

さ
び
田
や
林
道
の
復
旧
、
そ
し

て
、
都
道
・
日
原
街
道
の
本
復

旧
に
向
け
、
引
き
続
き
東
京
都

を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と

連
携
し
対
応
す
る
と
と
も
に
、

大
雨
、
地
震
な
ど
の
自
然
災
害

に
備
え
、
危
機
管
理
を
十
分
に

行
い
、
地
域
防
災
計
画
な
ど
の

見
直
し
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　

い
ず
れ
に
い
た
し
ま
し
て

も
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
と
人
脈

を
最
大
限
に
活
用
し
、
皆
様
か

ら
い
た
だ
き
ま
し
た
町
政
に
対

す
る
思
い
や
ご
意
見
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
町
政
の
発
展
に
向
け
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
の
町
政
運
営
に
つ
き
ま

し
て
は
、
住
民
皆
様
と
の
協
働

及
び
議
員
皆
様
と
の
議
論
を
踏

ま
え
、
住
民
皆
様
方
が
安
全
で

安
心
し
て
生
活
で
き
ま
す
こ
と

を
基
本
と
し
て
、
様
々
な
施
策

に
優
先
順
位
を
付
け
、
取
捨
選

択
を
し
、
一
歩
一
歩
着
実
な
町

政
の
進
展
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
住
民
皆
様
、
議
員
皆

様
の
絶
大
な
る
ご
支
援
、
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
就
任
に
あ
た
り
ま
し

て
の
私
の
所
信
表
明
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

特別定額給付金の

申請はお済みですか？

　国の新型コロナウイルス感染症

緊急経済対策に基づき、家計への

支援を行うため、町においても、町独自の給付金と

併せて特別定額給付金給付事業を実施しています。

　まだ申請がお済みでない方は、お送りした申請書

をご確認いただき、世帯主の本人確認書類いずれか

1 点と振込先口座がわかる通帳などの写しを添付の

うえ、返信用封筒にて郵送してください。

　なお、申請期間は、８月２５日（火）まで（消印

有効）となります。

　※問い合わせは、企画財政課　☎８３－２３６０
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副
町
長
退
任
・
ご
寄
付

 
加
藤
一
美
氏
は
、
昭
和
52
年

に
奉
職
以
来
、
企
画
財
政
課
長

な
ど
を
歴
任
、
平
成
24
年
７
月

１
日
に
副
町
長
に
就
任
し
、
去

る
６
月
30
日
に
任
期
満
了
に
よ

り
退
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

氏
の
43
年
３
か
月
に
わ
た
る

地
方
自
治
の
発
展
に
尽
く
さ
れ

た
功
績
は
、
誠
に
多
大
な
も
の

で
あ
り
ま
す
。
長
い
間
お
つ
か

れ
さ
ま
で
し
た
。

副
町
長

加
藤 

一
美 

氏 

退
任

＊
加
藤
氏
の
後
任
に
つ
い
て
、

令
和
２
年
第
２
回
町
議
会
定
例

会
に
上
程
さ
れ
ま
し
た
が
、
議

会
の
同
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た

た
め
、
当
面
の
間
不
在
と
な
り

ま
す
。
（
副
町
長
の
選
任
は
、

地
方
自
治
法
第
１
６
２
条
の
規

定
に
よ
り
、
議
会
の
同
意
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
）

勝
山
設
備
工
業
さ
ん
マ
ス
ク
５
千
枚
を
ご
寄
付

奥多摩町定住促進サポート

事業支援金対象事業所の募集

　奥多摩町への移住・定住の促進および中小企

業などにおける人手不足の解消に貢献するた

め、都内（条件不利地域以外）から奥多摩町に

移住し、町が指定した事業所へ就業または起業

した方に対し、奥多摩町定住促進サポート事業

支援金を交付（最大１００万円）します。

　この事業を希望する事業所は、下記へお問い

合わせください。　

　※問い合わせは、若者定住推進課

　　　　　　　　　　　　☎８３－２３１０

奥
多
摩
工
業
さ
ん
１
０
０
万
円
を
ご
寄
付

　

奥
多
摩
町
の
財
政
運
営
資
金

と
し
て
役
立
て
て
ほ
し
い
と
、

今
年
も
奥
多
摩
工
業
さ
ん
が

１
０
０
万
円
を
ご
寄
付
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

ご
寄
付
の
趣
旨
に
基
づ
き
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
写
真
は
、
松
川
昌
則
社

長
（
右
）
か
ら
寄
付
を
受
け
る

師
岡
町
長
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
（
主
に
奥
多
摩
町
消
防

団
の
活
動
）
に
役
立
て
て
ほ
し

い
と
、勝
山
設
備
工
業
さ
ん
が
、

マ
ス
ク
５
千
枚
を
ご
寄
付
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

ご
寄
付
の
趣
旨
に
基
づ
き
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
（
写
真
は
、
勝
山
一
夫
社

長
（
右
）
か
ら
寄
付
を
受
け
る

師
岡
消
防
団
長
）

昭
和
石
材
工
業
所
さ
ん

　
　

マ
ス
ク
１
万
枚
を
ご
寄
付

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
、
昭
和
石
材
工
業
所
さ
ん
が

マ
ス
ク
１
万
枚
を
ご
寄
付
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

ご
寄
付
の
趣
旨
に
基
づ
き
有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。（
写
真
は
、
髙
瀬
順
昭
社

長
（
右
）
か
ら
寄
付
を
受
け
る

師
岡
町
長
）
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自
治
委
員
の
委
嘱

戸
別
受
信
機
更
新

自
治
委
員
の
委
嘱

　

つ
ぎ
の
方
が
、
４
月
１
日
付

で
自
治
委
員
（
自
治
会
長
）
と

し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　

任
期
２
年（
敬
称
略
）

（
自
治
会
）　

（
氏　

名
）

川　

井　
　

武
内　

新
三

大
丹
波　
　

加
藤　

竜
也（
新
）

梅　

沢　
　

濱
野　

文
夫

丹
三
郎　
　

原
島　

貞
夫（
新
）

小
丹
波　
　

田
中　

文
明（
新
）

棚　

沢　
　

加
藤　

公
義

白　

丸　
　

市
川　

久
雄

大
氷
川　
　

齋
藤　

文
一

常　

磐　
　

小
澤　

榮
一（
新
）

長　

畑　
　

原
島　
　

肇（
新
）

南
氷
川　
　

石
塚　

栄
次

栃
久
保　
　

村
木　

英
雄

大　

沢　
　

天
野　

好
夫

日　

原　
　

黒
澤　

庄
悟（
新
）

海　

沢　
　

河
村　

裕
治

　

境　
　
　

山
田　
　

彰（
新
）

中　

山　
　

森
田　

泰
宏（
新
）

小
河
内　
　

清
水　

榮
司（
新
）

※
小
河
内
自
治
会
は
、
令
和
２

年
４
月
１
日
に
原
、
川
野
、
留

浦
、
峰
谷
自
治
会
が
統
合
し
発

足
し
ま
し
た
。

自
治
会
連
合
会
長
に

濱

野 

文

夫 

氏

　

５
月
29
日
に
行
わ
れ
ま
し
た

自
治
会
連
合
会
総
会
に
お
い

て
、
梅
沢
自
治
会
長
の
濱
野
文

夫
氏
が
連
合
会
長
に
、
連
合
副

会
長
に
南
氷
川
自
治
会
長
の
石

塚
栄
次
氏
、
川
井
自
治
会
長
の

武
内
新
三
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

町
で
は
災
害
な
ど
の
緊
急
時

や
朝
夕
の
放
送
を
行
っ
て
い
る

防
災
行
政
無
線
放
送
設
備
の
デ

ジ
タ
ル
化
工
事
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
ご
家
庭
な

ど
に
お
配
り
し
て
い
る
戸
別
受

信
機
を
２
か
年
で
更
新
し
ま

す
。
更
新
地
区
、
更
新
方
法
な

ど
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す
の

で
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

〔
今
年
度
更
新
地
区
〕

　

長
畑
、
大
氷
川
、
栃
久
保
、

大
沢
、
日
原
、
南
氷
川
、
常
磐
、

境
、
中
山
、
原
、
峰
谷
、
川
野
、

留
浦

〔
更
新
方
法
〕

　

更
新
地
区
の
各
戸
に
作
業
員

証
ま
た
は
腕
章
を
身
に
着
け
た

町
が
委
託
す
る
業
者
が
お
伺
い

し
戸
別
受
信
機
を
設
置
し
ま

す
。

　

電
波
の
受
信
状
況
に
よ
っ
て

は
、
建
物
外
部
に
ア
ン
テ
ナ
を

設
置
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
ご
使
用
の
戸
別
受

信
機
は
回
収
し
ま
す
。

〔
戸
別
受
信
機
配
布
対
象
〕

　

町
に
住
民
登
録
を
し
、
現
に

居
住
す
る
世
帯
に
つ
き
１
台
。

　

た
だ
し
、
事
業
所
な
ど
で
必

要
な
場
合
は
町
総
務
課
交
通
防

災
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
更
新
時
期
〕

　

７
月
中
旬
か
ら
翌
年
２
月
ま

で
（
こ
の
期
間
に
町
委
託
業
者

が
設
置
に
伺
い
ま
す
。）

〔
作
業
員
証
・
腕
章
〕

　

町
委
託
業
者
は
左
写
真
の
作

業
員
証
ま
た
は
腕
章
を
身
に
着

け
て
い
ま
す
。

　

作
業
員
は
、
マ
ス
ク
の
着
用

な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
感
染
予
防
対
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

〔
戸
別
受
信
機
に
つ
い
て
〕

　

更
新
す
る
戸
別
受
信
機
は
現

在
ご
使
用
の
戸
別
受
信
機
と
外

観
・
機
能
と
も
に
大
き
な
変
更

は
あ
り
ま
せ
ん
。

＊
戸
別
受
信
機
の
設
置
箇
所
を

把
握
す
る
た
め
、
設
置
の
際
に

ご
署
名
な
ど
を
い
た
だ
き
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課

　
　
　
　
　

☎
83
‐
２
３
４
９

奥
多
摩
納
涼
花
火
大
会

 
 

中
止
の
お
知
ら
せ

 

８
月
８
日
（
土
）
に
開
催
を

予
定
し
て
い
た
第
43
回
奥
多
摩

納
涼
花
火
大
会
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
予
防

の
た
め
、
中
止
と
し
ま
す
。

　

来
年
は
盛
大
に
開
催
が
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

毎
年
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た

み
な
さ
ん
、
ご
協
力
い
た
だ
い

て
い
た
み
な
さ
ん
に
は
、
引
き

続
き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
産
業

課　
　
　
　

☎
83
‐
２
２
９
５

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の
更
新

▶
作
業
員
証

▶
腕
章
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会
計
年
度
任
用
職
員
募
集

年
金
ほ
か

会計年度任用職員募集
（給食センター調理員・配送員）

〔募集人員〕若干名

〔勤務場所〕奥多摩町学校給食センター

〔勤務内容〕調理員：調理、片付け、洗浄、清掃など

　　　　　 運転手：学校へ配送、車両清掃など

〔応募資格〕町内および近郊在住の方

　　　　　 心身ともに健康な方

〔勤務条件〕給食実施日（年間１９０日程度）のうち

　　　　　 週３～４日勤務

　　　　　 休日は毎週土曜日・日曜日、国民の祝日、

　　　　　 夏季・冬季・春季休業日

〔勤務時間〕調理員：午前８時～午後２時３０分

　　　　　 配送員：午前１０時～午後４時

　＊１時間休憩、勤務時間は希望により変更可

〔時　　給〕１，１０４円～＊交通費別途支給

〔申込方法〕

　下記により採用申込書を入手し、必要事項をご記入

のうえ、教育課学務係に提出してください。

①町ホームページ「令和２年度会計年度任用職員追加・

　随時募集のお知らせ」募集のページから「採用申込

　書」をＡ４両面印刷する。

②奥多摩町教育委員会（役場３階）で受け取る。

　※問い合わせは、教育課　☎８３－２２４６

　

小
学
生
を
対
象
に
少
年
野
球

教
室
を
開
催
し
ま
す
。

〔
日
時
〕
７
月
５
日
（
日
）
か

ら
８
月
30
日
（
日
）
ま
で
の
毎

週
土
曜
日
・
日
曜
日
、
午
前
９

時
か
ら
正
午
ま
で
（
数
時
間
の

参
加
も
可
能
で
す
）

＊
雨
天
中
止
、
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〔
会
場
〕
古
里
小
学
校
校
庭
他

少
年
野
球
教
室
参
加
者
募
集
！
（
令
和
２
年
度
ジ
ュ
ニ
ア
育
成
地
域
推
進
事
業
）

〔
対
象
者
〕
小
学
１
年
生
～
６

年
生
（
男
・
女
）

〔
服
装
〕
運
動
の
で
き
る
格
好

（
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
）
で
運
動
靴

着
用

〔
持
ち
物
〕
グ
ロ
ー
ブ
（
お
持

ち
で
な
い
方
は
貸
出
用
あ
り
）・

タ
オ
ル
・
飲
み
物

〔
参
加
費
〕
無
料

〔
申
込
〕
役
場
３
階
教
育
課
ま

た
は
子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
に
あ
る
申
込
用
紙
に
、
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
（
申
し
込
み

は
、
随
時
受
付
け
ま
す
）

〔
主
催
〕
奥
多
摩
町
体
育
協
会
・

東
京
都
・
（
公
財
）
東
京
都
体

育
協
会

〔
主
管
〕

　

古
里
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

※
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ
は
、

教
育
課　
　

☎
83
‐
２
２
４
６

◇
就
労
環
境
が
変
わ
っ
た
時
に

は
、
種
別
変
更
の
届
出
が
必
要

で
す

　

国
民
年
金
制
度
で
は
、
国
内

に
居
住
す
る
20
歳
か
ら
60
歳
ま

で
の
す
べ
て
の
方
に
、
加
入
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
国

民
年
金
の
加
入
種
別
は
、
第
１

号
被
保
険
者
（
自
営
業
や
農
業
・

漁
業
の
方
と
そ
の
配
偶
者
、
20

歳
以
上
の
学
生
、
フ
リ
ー
タ
ー

の
方
な
ど
）
、
第
２
号
被
保
険

者
（
会
社
や
官
公
庁
に
お
勤
め

ツキノワグマに遭わないために

　町内において、ツキノワグマの目撃および

痕跡の情報が多く寄せられています。

　自身の安全を守るために、以下のことに注

意をお願いします。

○生ごみなどを家の外に放置しない

○ドッグフードなど動物の飼料は屋内に保管

○山すその茂みの草を刈るなど、見通しの良

　い環境づくりを心がける

○畑には電気柵などを設置し、野菜のクズな

　どを残さない

○柿や栗などの果実は、熊を誘引する恐れが

　あるので、取り残さない

○山に入る際にはラジオや鈴など、音の出る

　ものを持ち十分注意する

　※問い合わせは、観光産業課

　　　　　　　　　☎８３－２２９５

の
方
で
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
る
方
）、
第
３

号
被
保
険
者
（
国
民
年
金
の
第

２
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
る
配
偶
者
の
方
）
の
３
種
類

に
分
か
れ
て
お
り
、
届
出
は
加

入
時
だ
け
で
な
く
、
種
別
が
変

わ
っ
た
と
き
に
も
必
要
で
す
。

　

種
別
変
更
の
届
出
を
忘
れ
る

と
、
年
金
が
受
け
取
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
手
続
き
は
年

金
手
帳
を
添
え
て
、
そ
の
都
度

忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課

　
　
　
　
　

☎
83
‐
２
１
８
２

年
金
の
お
知
ら
せ
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地
籍
調
査
実
施
ほ
か

カ
ッ
ト

《
役
場
職
員
の
異
動
》

　
　

７
月
１
日
付
＊
係
長
以
上

○
係
長
職

議
会
事
務
局
議
会
係
長

　
　
　

[

昇
格]

　

徳
王
真
理

　

町
で
は
、
平
成
17
年
度
に
日

原
地
区
の
地
籍
調
査
事
業
に
着

手
し
、現
在
ま
で
海
沢
地
区（
神

庭
・
一
付
・
柿
平
）
の
宅
地
周

り
を
中
心
に
調
査
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

令
和
２
年
度
は
、
海
沢
地

区
（
下
野
・
中
野
）
を
地
籍
調

査
事
業
の
実
施
範
囲
と
す
る
た

め
、
７
月
か
ら
８
月
中
に
該
当

す
る
土
地
の
所
有
者
を
対
象
と

し
た
説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

土
地
所
有
者
の
み
な
さ
ん
に
は

文
書
で
通
知
し
ま
す
の
で
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

〇
地
籍
調
査
と
は

　

人
に
関
す
る
記
録
と
し
て
戸

籍
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
対

し
て
土
地
に
関
す
る
記
録
を

「
地
籍
」
と
言
い
ま
す
。
地
籍

調
査
は
、
一
筆
ご
と
の
土
地
に

つ
い
て
境
界
・
所
有
者
・
地
番
・

地
目
の
調
査
お
よ
び
境
界
の
位

置
・
面
積
の
測
量
を
行
い
、
簿

冊
（
地
籍
簿
）
と
正
し
い
地
図

（
地
籍
図
）
を
作
成
し
ま
す
。

〇
地
籍
調
査
の
必
要
性

　

現
在
、
登
記
所
に
備
え
付
け

ら
れ
て
い
る
登
記
簿
や
地
図

（
公
図
）
は
、
そ
の
多
く
が
明

治
時
代
の
地
租
改
正
時
に
作
成

さ
れ
た
記
録
を
も
と
に
し
て
お

り
、
長
い
年
月
を
経
た
今
日
で

は
、
登
記
簿
記
載
の
面
積
が
実

際
と
は
異
な
っ
て
い
た
り
、
公

図
に
描
か
れ
た
境
界
や
形
状
が

不
明
確
で
あ
っ
た
り
す
る
た

め
、
土
地
の
正
確
な
情
報
を
把

握
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
が

多
い
の
が
実
態
で
す
。
地
籍
調

査
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を
改

善
し
土
地
に
関
す
る
記
録
（
地

籍
）を
明
確
化
す
る
事
業
で
す
。

〇
地
籍
調
査
の
メ
リ
ッ
ト

・
土
地
ト
ラ
ブ
ル
の
未
然
防
止

や
土
地
取
引
の
円
滑
化

・
災
害
の
す
み
や
か
な
復
旧

・
固
定
資
産
税
の
課
税
の
適
正

化・
土
地
所
有
者
な
ど
の
費
用
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん

〇
地
籍
調
査
の
流
れ

①
説
明
会
の
開
催

②
境
界
の
確
認
（
一
筆
地
調
査
）

　

公
図
な
ど
を
基
に
作
成
し
た

資
料
を
参
考
に
、
調
査
担
当
者

が
現
地
を
訪
ね
ま
す
。
境
界
を

挟
ん
だ
土
地
所
有
者
の
方
々
に

双
方
の
合
意
の
上
で
土
地
の
境

界
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
土

地
の
範
囲
を
明
ら
か
に
し
て
い

き
ま
す
。

＊
地
籍
調
査
で
は
、
こ
の
一
筆

ご
と
の
調
査
が
大
変
重
要
に
な

り
ま
す
。

③
境
界
の
測
量
（
地
籍
測
量
）

　

杭
の
設
置
や
測
量
を
行
い
、

そ
の
結
果
を
基
に
正
確
な
地
図

（
地
籍
図
）
を
作
成
し
ま
す
。

④
結
果
の
確
認
（
閲
覧
）

　

作
成
し
た
地
籍
図
と
地
籍
簿

は
一
定
の
期
間
を
設
け
土
地
所

有
者
の
方
々
に
閲
覧
し
て
い
た

だ
き
確
認
を
行
い
ま
す
。
こ
こ

で
確
認
さ
れ
た
結
果
が
、
最
終

的
な
地
籍
調
査
の
成
果
と
な
り

ま
す
。

⑤
登
記
所
へ
送
付

　

地
籍
調
査
の
成
果
（
登
記
簿

と
地
籍
図
）
は
、
そ
の
写
し
が

登
記
所
に
送
付
さ
れ
、
以
降
不

動
産
登
記
の
資
料
と
し
て
活
用

さ
れ
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
整
備

課　
　
　
　

☎
83
‐
２
３
６
７

地

籍

調

査

の

実

施

に

つ

い

て

ペ
ッ
ト
（
犬
・
猫
な
ど
）

の
飼
い
主
マ
ナ
ー
に
つ

い
て

　

飼
い
主
が
正
し
い
飼
い
方
を

知
ら
な
い
と
、
ペ
ッ
ト
の
健
康

を
害
す
る
だ
け
で
な
く
、
人
に

迷
惑
や
危
害
を
及
ぼ
す
原
因
に

も
な
り
ま
す
。

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
い
う
こ
と

は
、
そ
の
ペ
ッ
ト
が
生
涯
に
わ

た
っ
て
快
適
な
環
境
で
暮
ら
せ

る
よ
う
に
愛
情
と
責
任
を
持
つ

こ
と
で
す
。

　

ご
近
所
や
地
域
の
迷
惑
と
な

ら
な
い
よ
う
社
会
の
中
で
の

ル
ー
ル
を
守
っ
て
飼
育
し
て
く

だ
さ
い
。

　

犬
や
猫
が
ふ
ん
尿
を
し
た
場

合
の
後
始
末
は
、
飼
い
主
の
責

任
で
す
。
外
で
む
や
み
に
ふ
ん

尿
を
し
な
い
よ
う
に
、
ト
イ
レ

の
し
つ
け
や
排
泄
場
所
の
手
入

れ
な
ど
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

犬
や
猫
が
好
き
な
方
も
い
れ

ば
、苦
手
な
方
も
い
ま
す
の
で
、

飼
い
主
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
適

切
な
飼
育
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
環
境
整
備

課　
　
　
　

☎
83
‐
２
３
１
７
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古
着
な
ど
排
出
抑
制

国
保
・
後
期
高
齢
ほ
か

カ
ッ
ト

古着・古布類の排出抑制にご協力ください

　町が資源として回収した古着・古布類は、西秋川衛生組合

で一時保管の後、リサイクル業者により再利用可能なものを

主に東南アジア諸国に輸出していますが、新型コロナウイル

スの影響により、輸入国での受け入れが困難な状況となって

います。

　このような状況が改善されるまでの間、古着・古布類につ

いては、自宅で保管いただくなど、排出抑制にご協力をお願

いします。

　また、古着・古布類について西秋川衛生組合での一時保管

が困難となった場合には、焼却処分をせざるを得なくなりま

すので、ご理解をお願いします。

　なお、状況が改善された場合は、改めてお知らせします。

　※問い合わせは、環境整備課（クリーンセンター）

　　　　　　　　　　　　　　　　☎８３－２１１０

　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
に
加
入
の
方
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
感
染
ま
た
は
感
染
が
疑
わ
れ

療
養
の
た
め
仕
事
を
休
ん
だ
方

は
、
傷
病
手
当
金
の
申
請
が
で

き
ま
す
。

〔
対
象
者
〕

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
療
養
の
た
め
仕
事
が
で
き

な
い
こ
と
。

○
感
染
ま
た
は
感
染
の
疑
い
に

よ
り
４
日
以
上
仕
事
を
休
ん
で

い
る
こ
と
。

○
休
ん
だ
期
間
に
つ
い
て
給
与

が
も
ら
え
な
い
こ
と
。

＊
会
社
か
ら
給
与
が
支
払
わ
れ

て
い
る
場
合
で
も
、
傷
病
手
当

金
よ
り
少
な
い
と
き
は
、
そ
の

差
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

〔
支
給
額
〕
対
象
日
の
前
月
か

ら
過
去
３
か
月
間
の
平
均
日
給

の
３
分
の
２
×
対
象
日
数

〔
対
象
期
間
〕
令
和
２
年
１
月

１
日
か
ら
令
和
２
年
９
月
30
日

ま
で

　

入
院
な
ど
に
よ
り
高
額
な
医

療
を
受
け
ら
れ
る
方
で
、
そ
の

月
の
医
療
費
（
保
険
外
診
療
を

除
く
）
が
世
帯
の
自
己
負
担
限

度
額
を
超
え
た
場
合
、
高
額
療

養
費
の
制
度
に
よ
り
、
自
己
負

担
限
度
額
を
超
え
た
分
が
後
日

払
い
戻
し
と
な
り
ま
す
が
、「
限

度
額
適
用
認
定
証
」
を
事
前
に

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
に
提
示

す
る
こ
と
で
、
窓
口
で
の
支
払

い
を
世
帯
の
自
己
負
担
限
度
額

ま
で
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
住
民
税
非
課
税
世
帯

の
方
は
、
入
院
時
の
食
事
代
も

軽
減
さ
れ
る
「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

○
70
歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
の
方

　

ご
希
望
の
方
は
、
住
民
課
総

合
窓
口
・
子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
（
古
里
出
張
所
）
ま
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
の
方

　

令
和
２
年
８
月
１
日
以
降
、

対
象
と
な
る
方
（
住
民
税
非
課

税
世
帯
な
ら
び
に
現
役
並
み
所

得
の
方
）
に
は
、
申
請
の
ご
案

内
を
お
送
り
し
ま
す
。

○
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

の
方

　

過
去
に
限
度
額
適
用
の
認
定

を
受
け
た
方
で
、
令
和
２
年
８

月
１
日
以
降
も
該
当
と
な
る
方

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）
に
は
、

認
定
証
を
７
月
下
旬
頃
に
お
送

り
し
ま
す
。

＊
令
和
２
年
度（
令
和
元
年
中
）

の
所
得
の
申
告
を
し
て
い
な
い

方
や
、
保
険
税
（
料
）
の
滞
納

が
あ
る
方
は
、
交
付
を
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課　

　
　
　
　
　

☎
83
‐
２
１
８
２

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

限
度
額
適
用
認
定
証
の
申
請
と
更
新
に
つ
い
て

　

申
請
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
役
場
住
民
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課　

　
　
　
　
　

☎
83
‐
２
１
８
２

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

　
　
傷
病
手
当
金
の
支
給
に
つ
い
て

【
東
京
し
ご
と

　
　

セ
ン
タ
ー
多
摩
】

　

様
々
な
就
業
支
援
セ
ミ
ナ

ー
な
ど
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
参
照

く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
産

業
課　
　

☎
83-

２
２
９
５
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

カ
ッ
ト

　

令
和
２
年
度
に
お
け
る
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
が
決
定
し

ま
し
た
の
で
、
７
月
中
旬
に
通

知
し
ま
す
。

　

４
月
１
日
を
基
準
に
被
保
険

者
の
資
格
が
あ
る
方
（
４
月
１

日
以
降
、
75
歳
に
な
っ
た
方
や

転
入
な
ど
で
資
格
を
取
得
し
た

方
を
含
む
）
で
普
通
徴
収
（
納

付
書
で
の
お
支
払
い
や
銀
行
口

座
か
ら
の
引
落
と
し
）
の
方

は
、
７
月
か
ら
納
付
が
始
ま
り

ま
す
。
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
差
し
引
き
）
の
方
は
、
既
に

年
金
か
ら
の
差
し
引
き
で
保
険

料
を
納
付
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
、

８
月
以
降
の
保
険
料
額
が
決
定

し
ま
す
。

　

な
お
、
保
険
料
率
は
、
法
令

に
基
づ
き
２
年
間
の
医
療
給
付

費
な
ど
に
応
じ
て
定
め
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
令
和
２
年

度
の
保
険
料
率
や
負
担
軽
減
額

は
、
東
京
都
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
議
会
に
お
い
て
議
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

制
度
の
安
定
的
な
運
営
の
た

め
、
期
限
内
の
納
付
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
（
国

保
・
国
保
組
合
は
除
く
）
の
被

扶
養
者
だ
っ
た
方
の
保
険
料
の

軽
減

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
資

格
取
得
の
前
日
ま
で
会
社
の
健

賦課のもととなる所得金額 軽減割合

15 万円以下※ 50％

20 万円以下※ 25％

※については、東京都後期高齢者医療広域連合独自
の軽減措置です。

総所得金額等の合計が下記に該当する世帯 軽減割合

33 万円以下で被保険者全員が年金収入 80 万円以下で、
かつ、その他の所得がない

7割※

33 万円以下で 7割軽減の基準に該当しない 7.75 割

33 万円　＋（28.5 万円×被保険者の数）以下 5割

33 万円　＋（52 万円×被保険者の数）以下 2割

＊６５歳以上（令和２年１月１日時点）の方の公的年金所得については、そ
　の所得からさらに１５万円（高齢者特別控除額）を差し引いた額で判定し
　ます。ただし、この１５万円（高齢者特別控除額）は所得割額の計算では
　適用されません。
＊世帯主が被保険者でない場合でも、世帯主の所得は軽減を判定する対象と
　なります。
※総所得金額等の合計額が３３万円以下の場合の軽減割合が見直されました。
　また、５割・２割軽減の判定所得の基準額が引き上げられました。

○保険料の計算方法について

令和２年度

後期高齢者医療保険料額 

（限度額：６４万円）

＝

均等割額 

被保険者1人あたり 

４４，１００円

＋

所得割額 

賦課のもととなる所得金額 

×所得割率　８．７２％

※賦課のもととなる所得金額＝前年の総所得金額等の合計－基礎控除額33万円

○保険料の軽減について

　後期高齢者医療制度の保険料は、所得に応じて、軽減する制度があります。

軽減を受けるためには、所得の申告が必要です。

【均等割額の軽減】

　同じ世帯の後期高齢者医療被保険者全員と世帯主の「総所得金額等を合計し

た額」をもとに均等割額を軽減しています。

後

期

高

齢

者

医

療

保

険

料

を

７

月

中

旬

に

通

知

し

ま

す

康
保
険
な
ど
（
国
保
・
国
保
組

合
は
除
く
）
の
被
扶
養
者
だ
っ

た
方
の
均
等
割
額
が
、
加
入
か

ら
２
年
を
経
過
す
る
月
ま
で
５

割
軽
減
、
所
得
割
額
は
か
か
り

ま
せ
ん
。

　

な
お
、
低
所
得
に
よ
る
均
等

割
額
の
軽
減
に
該
当
す
る
場
合

は
、
軽
減
割
合
の
高
い
方
が
優

先
さ
れ
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課　

　
　
　
　
　

☎
83
‐
２
１
８
２

【所得割額の軽減】

被保険者本人の ｢賦課のもととなる所得金額 ｣をもと

に所得割額を軽減しています
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カ
ッ
ト

国
民
健
康
保
険

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
の
方
に
交

付
し
て
い
る
『
国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
』
は
、
有
効
期

限
が
７
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま

す
。
８
月
１
日
か
ら
の
新
し
い

高
齢
受
給
者
証
を
、
対
象
と
な

る
方
に
交
付
し
ま
す
。

・
８
月
１
日
現
在
の
年
齢
が
70

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
に
は
、

７
月
中
に
送
付
し
ま
す
。

・
８
月
２
日
以
降
に
70
歳
に
な

る
方
に
は
、
70
歳
到
達
月
の
中

旬
頃
に
送
付
し
ま
す
。
翌
月
の

１
日
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。

○
高
齢
受
給
者
証
の
自
己
負
担

　

75
歳
以
上
の
方
（
ま
た
は
65

歳
以
上
で
一
定
以
上
の
障
害
を

お
持
ち
の
方
）
に
交
付
し
て
い

ま
す
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保

険
者
証
（
青
竹
色
）
は
、
有
効

期
限
が
令
和
２
年
７
月
31
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
の
新
し
い
被

保
険
者
証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
は
、

７
月
下
旬
ま
で
に
簡
易
書
留
で

お
送
り
し
ま
す
。
な
お
、
８
月

１
日
か
ら
被
保
険
者
証
が
従
来

の
サ
イ
ズ
か
ら
カ
ー
ド
サ
イ
ズ

に
変
更
と
な
り
ま
す
。
お
間
違

え
の
無
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
が
届
き

ま
し
た
ら
、
記
載
内
容
を
ご
確

認
の
う
え
、
ご
不
明
な
点
は
、

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
ご
利
用
の
被
保

険
者
証
は
、
８
月
１
日
か
ら
使

用
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
有
効

期
限
が
切
れ
た
後
は
、
内
容
が

読
み
取
れ
な
い
よ
う
に
、
細
断

し
て
処
分
し
て
い
た
だ
く
か
、

住
民
課
総
合
窓
口
、
子
ど
も
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
古
里
出
張

所
）
ま
で
ご
返
還
く
だ
さ
い
。

〔
有
効
期
限
〕

　

新
し
い
被
保
険
者
証
の
有
効

期
限
は
、
令
和
４
年
７
月
31
日

ま
で
と
な
り
ま
す
。

〔
負
担
割
合
〕

　

医
療
機
関
に
か
か
る
際
の
自

己
負
担
割
合
は
、
令
和
２
年
度

（
令
和
元
年
中
）
の
住
民
税
課

税
所
得
や
収
入
に
応
じ
て
、
１

割
ま
た
は
３
割
と
な
り
ま
す
。

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

　
　
　
　
医
薬
品
に
つ
い
て

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と

は
、
後
発
医
薬
品
と
も
呼
ば

れ
、
薬
に
よ
っ
て
は
新
薬
の
特

許
が
切
れ
た
後
に
、
新
薬
と
同

等
の
成
分
で
作
ら
れ
る
医
薬
品

で
す
。
安
全
性
や
効
果
も
実
証

さ
れ
て
お
り
、
新
薬
に
比
べ
て

低
価
格
で
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

こ
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
継
続
的

に
服
用
し
て
い
る
人
ほ
ど
、
薬

代
を
低
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

を
処
方
し
て
も
ら
う
に
は
、
ま

ず
医
師
や
薬
剤
師
に
相
談
し
ま

し
ょ
う
。

　

相
談
し
に
く
い
場
合
は
、
被

保
険
者
証
に
同
封
の
「
ジ
ェ
ネ

リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
シ
ー
ル
」

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

＊
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
希

望
し
た
場
合
で
も
、
新
薬
し
か

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
は
有
効
成
分
が
新
薬
と
同
じ

で
も
、
そ
の
他
の
添
加
剤
の
違

い
か
ら
、
今
ま
で
の
薬
と
比
べ

て
、
他
の
薬
な
ど
と
の
飲
み
合

わ
せ
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
医
師
・
薬
剤

師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課

　
　
　
　
　

☎
83
‐
２
１
８
２

割
合
は
、
２
割
ま
た
は
一
定
以

上
の
収
入
が
あ
る
方
（
※
）
は

３
割
と
な
り
ま
す
。

※

住

民

税

課

税

所

得

が

１
４
５
万
円
以
上
で
、
同
じ
世

帯
の
国
民
健
康
保
険
加
入
中
の

70
歳
以
上
の
方
の
収
入
の
合
計

が
、
１
人
の
場
合
は
３
８
３
万

円
以
上
、
２
人
以
上
の
場
合
は

５
２
０
万
円
以
上
あ
る
方
は
、

３
割
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
高
齢
受
給
者
証
の
有
効
期
間

・
令
和
３
年
７
月
31
日
ま
で

　

そ
れ
以
前
に
75
歳
に
到
達
す

る
方
は
誕
生
日
の
前
日
ま
で
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
住
民
課　

　
　
　
　
　

☎
83
‐
２
１
８
２

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
８
月
に
更
新
さ
れ
ま
す

国

民

健

康

保

険 

高

齢

受

給

者

証

が

　

　

８

月

に

更

新

さ

れ

ま

す

《
西
多
摩
医
師
会

　
　
か
ら
お
知
ら
せ
》

○
糖
尿
病
教
室
「
糖
尿
病
の
す

べ
て
が
学
べ
ま
す
」

〔
日
時
〕
毎
月
第
４
木
曜
日
・

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

（
７
月
、
12
月
は
第
３
木
曜
日
）

〔
会
場
〕
西
多
摩
医
師
会
館 

〔
費
用
〕
無
料
（
予
約
制
）

〔
対
象
〕
糖
尿
病
患
者
、
糖
尿

病
予
備
群
（
家
族
の
方
も
可
）

＊
マ
ス
ク
着
用
で
受
講

※
申
し
込
み
、問
い
合
わ
せ
は
、

(

一
社)

西
多
摩
医
師
会　

　
　
　
　
　
☎
23
‐
２
１
７
１
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切
り
取
り
線
（
切
り
取
り
後
、
冷
蔵
庫
な
ど
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
）

各
種
相
談

健
康
づ
く
り
事
業

各
種
相
談

【
心
理
・
発
達
相
談
】

　

臨
床
心
理
士
に
お
話
を
聞
い

て
も
ら
い
ま
せ
ん
か
。
子
育
て

の
心
配
事
や
お
子
さ
ん
の
発
達

で
気
が
か
り
な
こ
と
な
ど
、
18

歳
未
満
の
お
子
さ
ん
に
関
し
て

の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。（
予

約
制
）

〔
日
時
〕 

７
月
28
日
（
火
）

　
　
　

 

８
月
12
日
（
水
）

　

両
日
と
も
午
前
10
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

午
後
３
時
30
分

※
申
し
込
み
、問
い
合
わ
せ
は
、

子
ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
☎
85-

２
６
１
１

【
健
康
相
談
】

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

保
健
師
に
よ
る
「
健
康
相
談
」

を
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。
お

気
軽
に
お
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
保
健

課　
　
　
　

☎
83-

２
７
７
７ 

【
人
権
身
の
上
・

　 
 
 
   

行
政
相
談
】

〔
日
時
〕
７
月
９
日
（
木
）

　
　
　

 

８
月
13
日
（
木
）

　

両
日
と
も
午
後
１
時
～
４
時

＊
申
込
不
要

【
相
続
・
成
年
後
見
相
談
】

（
司
法
書
士
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
法
律
相
談
）

〔
日
時
〕
７
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

＊
申
込
不
要
、
相
談
を
希
望
さ

れ
る
方
は
直
接
会
場
へ

（
弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
）

〔
日
時
〕
８
月
13
日
（
木
）

　
　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

＊
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
福

祉
保
健
課
へ
予
約
申
し
込
み
を

お
願
い
し
ま
す
。（
定
員
６
名

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
）

＊
い
ず
れ
も
相
談
会
場
は
、
福

祉
会
館
会
議
室

※
申
し
込
み
、問
い
合
わ
せ
は
、

福
祉
保
健
課　
　

　
　
　
　
　
☎
83-

２
７
７
７

　

高
次
脳
機
能
障
害
は
、
事
故

や
病
気
を
き
っ
か
け
に
起
こ
る

脳
の
障
害
で
す
。
新
し
い
こ
と

が
覚
え
に
く
い
。
感
情
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
難
し
い
。
同
じ
ミ

ス
を
繰
り
返
す
。
家
事
や
仕
事

を
上
手
に
進
め
る
こ
と
が
で
き

な
い
と
い
っ
た
症
状
が
現
れ
ま

す
。

　

こ
れ
ら
は
、
病
状
が
落
ち
着

き
家
庭
に
戻
っ
て
か
ら
表
面
化

し
ま
す
。
「
も
し
か
し
た
ら
高

次
脳
機
能
障
害
で
は
？
」
と
不

安
に
感
じ
る
本
人
や
家
族
が
よ

り
相
談
を
し
や
す
く
す
る
た
め

に
相
談
日
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
を
ご
希
望
の
方
は
前
日

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
保
健

課　
　
　
　

☎
83-

２
７
７
７

【
消
費
者
相
談
窓
口
】

　

１
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相

談
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

〔
日
時
〕
７
月
15
日
（
水
）

　
　
　

 

午
後
２
時
～
４
時

〔
会
場
〕
福
祉
会
館

〔
相
談
専
門
員
〕
元
東
京
都
消

費
生
活
総
合
セ
ン
タ
ー
相
談
員

〔
費
用
〕
無
料

※
問
い
合
わ
せ
は
、
観
光
産
業

課　
　
　
　

☎
83
‐
２
２
９
５

①
【
夏
休
み
親
子
体
験
】
夏
の

昆
虫
観
察
会

〔
日
程
〕
８
月
７
日
（
金
）

②
【
夏
休
み
親
子
体
験
】
渓
流

釣
り

〔
日
程
〕
８
月
17
日
（
月
）

＊
釣
っ
た
魚
は
全
て
お
持
ち
帰

り
い
た
だ
き
ま
す
。

③
登
計
ト
レ
イ
ル
森
林
セ
ラ

ピ
ー
＆
テ
ラ
リ
ウ
ム
作
り
体
験

〔
日
程
〕
８
月
28
日
（
金
）

〔
参
加
費
・
定
員
〕
５
０
０
円
・

21
名
＊
先
着
順
（
①
～
③
い
ず

れ
も
）

〔
受
付
期
間
〕
７
月
10
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
～
17
日
（
金
）

午
後
５
時
15
分

＊
「
夏
休
み
親
子
体
験
」
ツ

ア
ー
は
、
親
子
に
限
ら
ず
、
ご

夫
婦
や
お
友
達
、
お
一
人
様
で

の
申
し
込
み
も
大
歓
迎
で
す
！

な
お
、
中
学
生
以
下
の
お
子
様

は
、
必
ず
保
護
者
の
方
の
付
き

添
い
お
よ
び
保
護
者
か
ら
の
申

し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
申
し
込
み
が
７
名
未
満
の
際

高
次
脳
機
能
障
害
相
談
窓
口
の
ご
案
内

森
林
セ
ラ
ピ
ー
健
康
づ
く
り
事
業 

～
町
民
対
象
～

は
、
ツ
ア
ー
が
中
止
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

＊
申
し
込
み
は
、
原
則
、
ひ
と

月
に
１
ツ
ア
ー
の
み
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
申
し
込
み
、問
い
合
わ
せ
は
、

福
祉
保
健
課

　
　
　
　
　

☎
83
‐

２
７
７
７

※
ツ
ア
ー
内
容
の
問
い
合
わ
せ

は
、
一
般
財
団
法
人
お
く
た
ま

地
域
振
興
財
団

　
　
　
　
　

☎
83
‐

８
８
５
５
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7 月 15 日～ 31 日 カレンダー 町内開催の行事・各種相談を掲載。「■」は

事前申込が必要、「→㌻」は詳細の記事あり。

日・曜日 町民みなさん向けの内容　【☆】観光施設イベントは町外からも来場可能

１５・水
　元気アップおくたま事業 (10:00～白丸生活館 ;奥多摩病院理学療法士による体操)→11㌻
■ウエルカムランチ (11:20 ～氷川保育園 ) → 17 ㌻・先着順
　消費者相談窓口 (14:00 ～福祉会館 ) → 10 ㌻

１６・木 　元気アップおくたま事業 (10:00～梅沢コミュニティセンター ;脂質のお話＆体操)→11㌻

１７・金

１８・土

１９・日

２０・月 　ヘルシー体操（14:00 ～文化会館）

２１・火 ■高次脳機能障害相談 (13:00 ～保健福祉センター ) → 10 ㌻・前日〆

２２・水 　元気アップおくたま事業 (10:00 ～日原生活館 ; 糖尿病のお話 ) → 11 ㌻　

２３・木

２４・金

２５・土 ■在宅障害者自立生活サポート事業 (9:30 ～保健福祉センター ) → 16 ㌻・7/16 〆
　司法書士による法律相談 (13:00 ～福祉会館 ) → 10 ㌻

２６・日

２７・月

２８・火
■心理・発達相談 (10:30 ～きこりん・八木橋臨床心理士 ) → 10 ㌻・前日〆
■森林セラピー健康づくり事業：百尋の滝と川乗林道（登山コース・林道コース）
　→６月号 13 ㌻

２９・水 ■食育講習会 (10:00 ～保健福祉センター ) → 17 ㌻・7/22 〆
■高次脳機能障害相談 (13:00 ～保健福祉センター ) → 10 ㌻・前日〆

３０・木 　ヘルシー体操（10:00 ～福祉会館）

３１・金

《今月の納期７／３１(金 )》

　固定資産税第２期分・国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料各第１期分

切
り
取
り
線
（
切
り
取
り
後
、
冷
蔵
庫
な
ど
に
貼
っ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
）

「元気アップおくたま事業」

　「元気アップおくたま事業」では、各

地区の健康課題に合わせた講話や体操な

どのプログラムにより、みなさんの健康

意識を高めるサポートをいたします。

　みなさんの「元気アップ」のための情

報が得られるよい機会ですので、お誘い

合わせのうえ、ぜひご参加ください。

〔日時・会場・内容〕

　カレンダー参照（１時間半程度）

＊プログラムは各月で異なります。

　※問い合わせは、福祉保健課

　　　　　　　　　　☎８３－２７７７

母
子
健
診
日
程
表

８月１２日（水）　保健福祉センター

　13:15 ～ 13:35 受付

　　１・２・４・５歳児歯科健診

　　乳幼児歯科相談

　　…平成27・28・30・令和元年7月生まれ）

＜予防接種のお知らせ＞

　予診票をお持ちでない方は、実費が発生する場

合があります。

　紛失された方は、保健福祉センターまでご連絡

ください。

※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７
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日・曜日 町民みなさん向けの内容　【☆】観光施設などイベントは町外からも来場可能

１・土

２・日

３・月 　

４・火

５・水 ■高次脳機能障害相談 (13:00 ～保健福祉センター ) → 10 ㌻・前日〆

６・木 　ヘルシー体操 (10:00 ～文化会館 )

７・金 ■森林セラピー健康づくり事業:【夏休み親子体験】夏の昆虫観察会→10㌻・7/17〆（先着順）
　小・中学校終業式

８・土

９・日

１０・月

１１・火

１２・水
■高次脳機能障害相談 (9:00 ～保健福祉センター ) → 10 ㌻・前日〆
■心理・発達相談 (10:30 ～きこりん・徳井臨床心理士 ) → 10 ㌻・前日〆
　１・２・４・５歳児歯科健診・乳幼児歯科相談 (13:15 ～保健福祉センター ) → 11 ㌻

１３・木 ■弁護士による法律相談 (13:00 ～福祉会館 ) → 10 ㌻・（先着順）

１４・金

１５・土

＜８月末までの主なイベント＞

■１７日（月）森林セラピー健康づくり事業：【夏休み親子体験】渓流釣り→ 10 ㌻・7/17 〆（先着順）
■２５日（火）心理・発達相談 (10:30 ～きこりん・八木橋臨床心理士 ) →前日〆
■２８日（金）森林セラピー健康づくり事業：登計トレイル森林セラピー＆テラリウム作り体験
　　　　　　　→ 10 ㌻・7/17 〆（先着順）

町内開催の行事・各種相談を掲載。「■」は

事前申込が必要、「→㌻」は詳細の記事あり。
8 月 1 日～ 15 日 カレンダー

〔健診日程表〕

検 診 日 会　場 定　員

１０月１０日（土） 文化会館
各８０名

１０月１１日（日） 福祉会館

胃・肺・大腸がん検診の申込受付

〔受付期間〕７月２１日（火）から

〔対 象 者〕令和２年４月１日現在満３０歳以上で

　　　　　町内に住所を有する方

＊受診を希望される方は早めにお申し込みください。

＊胃・肺がん検診のみのお申し込みも出来ます。

　ただし、大腸がん検診だけの受診はできませんので、町内および町外の医療機関で受診してください。

　また、どちらも検診内容は同じですので、重複して受診しないようにご注意ください。

○受診できない方

・胃や十二指腸の手術を受けた方・現在、胃や十二指腸の病気で治療中または経過観察中の方

・妊娠している方または妊娠の疑いのある方・自力での安定した立位の保持および歩行のできない方

・麻痺などで、手足にしっかり力が入らない方・めまいなどがあり転倒のおそれのある方

・バリウムを誤嚥したことのある方

★乳がん検診については７月６日（月）より申し込み受付けを開始しております。詳しくは、広報おく

たま６月をご覧ください。

　※申し込み、問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７
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熱
中
症
予
防

風
し
ん
予
防
接
種

風しん予防接種（無料クーポン券送付）のお知らせ

　昭和３７年４月２日から昭和５４年４月１日の間に生まれた男性は、これまで公的な予防接種を受け

る機会がなかったため、抗体保有率が低くなっています。

　そこで、この世代の男性を対象に抗体検査と予防接種を実施します。

　令和２年度は、昭和４１年４月２日から昭和４７年４月１日の間に生まれた男性を対象として無料

クーポン券を送付しました。

〔接種期間〕令和４年３月３１日まで

〔実施医療機関〕奥多摩病院・川辺医院・双葉会診療所・古里診療所・町外医療機関

　　　　　　　　（実施医療機関は厚生労働省ホームページで確認できます）

　昭和３７年４月２日から昭和４１年４月１日の間に生まれた方についても、希望者には無料クーポン

券を交付しますので、免許証などの本人確認書類をご持参のうえ、保健福祉センターまでお越しくださ

い。

　※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

ご注意ください！『熱中症』
 

～新型コロナウイルスを想定した『新しい生活様式』における熱中症予防～

　新型コロナウイルスの出現に伴い、今後は、一人ひとりが感染防止の３つの基本である①身体的距離

の確保、②マスクの着用、③手洗いや「３密（密集、密接、密閉）」を避けるなどの対策を取り入れた

生活様式を実践することが求められています。

　このように、今夏はこれまでとは異なる生活環境下で迎えることとなりますが、一方で、例年以上に

熱中症にも気をつけなければなりません。

　十分な感染症予防を行いながら、熱中症予防にもこれまで以上に心掛けるようにしましょう。

〇「新しい生活様式」における熱中症予防行動のポイント

（１）暑さを避けましょう

　・エアコンを利用するなど、部屋の温度を調整

　・感染症予防のため換気扇や窓解放によって換気を確保しつつ、エアコンの温度設定をこまめに調整

　・暑い日や時間帯は無理をしない・涼しい服装にする・急に暑くなった日などは特に注意する

（２）適宜マスクをはずしましょう

　・気温、湿度の高い中でのマスク着用は要注意

　・屋外で人と十分な距離（２メートル以上）を確保できる場合には、マスクをはずす

　・マスクを着用している時は、負荷のかかる作業や運動を避け、周囲の人との距離を十分にとったう

　　えで、適宜マスクをはずして休憩を

（３）こまめに水分補給しましょう

　・のどが渇く前に水分補給、１日あたり１．２リットルを目安に

　・大量に汗をかいた時は塩分も忘れずに

（４）日頃から健康管理をしましょう

　・日頃から体温測定・健康チェック、体調が悪いと感じた時は、無理せず自宅で静養

（５）暑さに備えた体を作りましょう

　・暑くなり始めの時期から適度に運動を、無理のない範囲で、水分補給は忘れずに

　・「やや暑い環境」で「ややきつい」と感じる強度で毎日３０分程度

　※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７
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健
康
診
査

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

　

町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
で
40
歳
以
上
の
方
、
後

期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方

に
、
現
在
、
町
内
医
療
機
関
で

健
康
診
査
を
無
料
で
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
下
記
期
間
は
青
梅

市
医
療
機
関
で
も
受
診
で
き
ま

す
。

　

ご
自
身
の
健
康
状
態
を
把
握

し
、
生
活
習
慣
病
等
の
予
防
や

改
善
の
た
め
に
、
ぜ
ひ
健
診
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
者
】

○
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
で

40
歳
以
上
の
方

○
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

の
方

＊
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢

者
医
療
の
方
の
受
診
券
は
、
対

象
の
方
に
６
月
中
旬
に
送
付
し

ま
し
た
。

＊
長
期
入
院
中
の
方
や
施
設
に

入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
対
象
外

で
す
。

【
各
健
診
共
通
事
項
】

　
　
　
　
　
　
　

（
個
別
健
診
）

〔
実
施
期
間
〕

　

７
月
１
日
（
水
）

　
　
　
　

 

～
10
月
30
日
（
金
）

〔
実
施
場
所
〕

　

青
梅
市
医
療
機
関
（
次
ペ
ー

ジ
の
一
覧
表
記
載
医
療
機
関
）

〔
実
施
内
容
〕

　

問
診
、
視
診
、
聴
打
診
、
身

体
測
定
、
血
圧
測
定
、
尿
検
査

（
糖
、蛋
白
）、循
環
器
検
査
（
Ｈ

Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
Ｌ
Ｄ

Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
中
性
脂

肪
）、
肝
機
能
検
査
（
Ｇ
Ｏ
Ｔ
、

Ｇ
Ｐ
Ｔ
、
γ
‐
Ｇ
Ｔ
Ｐ
）、
血

糖
検
査
（
空
腹
時
血
糖
、
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
）

＊
医
師
が
必
要
と
す
る
方
に
対

し
て
は
、
血
清
ク
レ
ア
チ
ニ
ン

検
査
、貧
血
検
査
（
赤
血
球
数
、

血
色
素
量
、
ヘ
マ
ト
ク
リ
ッ
ト

値
）、
心
電
図
検
査
を
実
施

＊
費
用
は
無
料
で
す
。

【
留
意
事
項
】

＊
受
診
を
さ
れ
る
際
は
、
必
ず

事
前
に
医
療
機
関
に
ご
予
約
く

だ
さ
い
。

＊
期
間
終
了
間
際
に
な
り
ま
す

と
、
医
療
機
関
の
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
受
診

を
お
勧
め
し
ま
す
。

＊
町
の
国
民
健
康
保
険
以
外
の

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40

歳
以
上
の
方
の
健
康
診
査
に
つ

い
て
は
、
ご
加
入
の
健
康
保
険

組
合
か
お
勤
め
先
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
集
団
健
診
に
つ
い
て
】

　

個
別
健
診
を
期
間
内
に
受
け

ら
れ
な
い
方
向
け
に
、
今
年
度

も
集
団
健
診
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。

〔
日
程
・
会
場
〕

12
月
12
日
（
土
）
・
文
化
会
館

12
月
13
日
（
日
）
・
福
祉
会
館

＊
詳
細
は
、
改
め
て
広
報
お
く

た
ま
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
保
健

課　
　
　
　

☎
83
‐
２
７
７
７

　
　
　
　

《
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
》

国

民

健

康

保

険
・

後

期

高

齢

者

医

療

制

度

の

健

康

診

査

　
（
青
梅
市
医
療
機
関
で
の
受
診
）
の
実
施
に
つ
い
て

（別表１）

曜　日 送迎医療機関

月曜日 奥多摩病院

火曜日 双葉会診療所

水曜日 川辺医院

木曜日 奥多摩病院

金曜日（午前） 奥多摩病院

金曜日（午後） 峰谷診療所

（別表２）

曜　日 送迎歯科

月曜日（午後） 古里歯科診療所

　

町
で
は
、
在
宅
で
生
活
す
る

65
歳
以
上
の
方
で
、
医
療
機
関

へ
の
通
院
が
困
難
な
方
を
対
象

に
、
町
内
の
医
療
機
関
（
別
表

１
参
照
）
へ
の
通
院
送
迎
サ
ー

ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
毎
週
月
曜
日
に
は
町

内
の
歯
科
（
別
表
２
参
照
）
へ

の
送
迎
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ご
自
宅
近
く
ま
で
送
り
迎
え

し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

＊
利
用
料
は
無
料
で
す
。

＊
ご
希
望
の
方
は
、
福
祉
保
健

課
ま
た
は
社
会
福
祉
協
議
会
事

務
局
に
あ
る
、
申
請
書
を
ご
記

入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
保
健

課　
　
　
　

☎
83
‐
２
７
７
７

町
内
医
療
機
関
通
院
送
迎
サ
ー
ビ
ス

 

（

外

出

支

援

サ

ー

ビ

ス

）
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健
康
診
査

医
療
費
助
成
制
度

医療機関名 住　所（青梅市） 電話番号 医療機関名 住　所（青梅市） 電話番号

田中医院 西分町 2-53 22-2762 小林医院 東青梅 2-10-2 24-2819

青梅医院 仲町 241 22-2043 土田医院 根ヶ布 2-1370-37 84-0801

大河原森本医院 仲町 251 22-2047
中島内科循環器
科クリニック

師岡町 3-19-13 20-2611

青梅三慶病院 大柳町 1412 24-7501 ゆだクリニック 新町 2-18-7 30-0880

下奥多摩医院 長淵 4-376-1 22-2580 千葉医院 新町 2-32-1 32-5888

井上医院 長淵 7-379 24-2552
あさひ整形外科
クリニック

新町 3-3-1
宇源ビル 2階

32-4567

友田クリニック 友田町 3-136-1 25-1173
新町ｸﾘﾆｯｸ
健康管理ｾﾝﾀｰ

新町 3-53-5 31-5312

進藤医院 千ヶ瀬町 6-797-1 78-3111 野本医院 新町 5-11-2 31-7155

大門診療所 大門 3-11-1 30-3636
青梅順心眼科
クリニック

新町 9-4-4 31-4146

荒巻医院 野上町 4-3-6 24-8561 丹生クリニック
河辺町 5-13-5
ｼｬﾙﾏﾝﾌｧﾐｰﾕ東京１階

20-0078

東原診療所 今寺 5-10-46 33-9250 坂元医院
河辺町 5-21-3
ﾍﾞﾘﾃﾋﾞﾙ 1 階

21-0019

梅郷診療所 梅郷 3-755-1 76-0112 吉野医院 河辺町 8-7-7 31-2350

二俣尾診療所 二俣尾 4-954-1 78-8981
なごみ
クリニック

河辺町 8-13-19 31-8038

沢井診療所 沢井 2-850-3 78-8432
河辺駅前
クリニック

河辺町 10-11-1-102 21-5588

小曾木診療所 小曾木 4-2787-3 74-5340 片平医院 河辺町 10-16-20 21-1741

青梅成木台病院 成木 1-447 74-4111 百瀬医院 藤橋 2-10-2 31-3328

東青梅診療所 東青梅 1-7-5 25-8651 武蔵野台病院 今井 1-2586 31-6632

国民健康保険・後期高齢者医療制度の健康診査

「青梅市医療機関一覧表」

医療券（気管支ぜん息）の更新を忘れずに ～大気汚染医療費助成制度～

　都内に１年（３歳未満は６か月）以上在住の１８歳未満で、気管支ぜん息に罹患（りかん）している

など、要件を満たす方に対して、認定疾病に係る医療費（保険適用後の自己負担分）を助成しています。

　有効期間満了後も引き続き助成を受けるためには更新手続きが必要です。生年月日が平成９年４月１

日以前で有効期間内の医療券をお持ちの方は、有効期間満了までに更新手続きを行わない場合、資格喪

失となり、再度認定を受けられなくなりますので、有効期間満了の１か月前を目安に保健福祉センター

の窓口で手続きを行ってください。

　※問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７
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高
齢
・
障
害
福
祉

　

こ
の
７
月
中
に
、
介
護
保
険

の
要
支
援
ま
た
は
要
介
護
認
定

を
受
け
た
方
全
員
に
、
町
か
ら

「
負
担
割
合
証
」
を
お
送
り
し

ま
す
。「
負
担
割
合
証
」
と
は
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

る
際
に
か
か
る
費
用
の
自
己
負

担
の
割
合
に
つ
い
て
、
ご
自
分

の
負
担
割
合
が
確
認
で
き
る
も

の
で
す
。

　

こ
の
「
負
担
割
合
証
」
を
受

け
取
っ
た
際
に
は
、水
色
の「
介

護
保
険
被
保
険
者
証
」
と
一
緒

に
大
切
に
保
管
し
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
際
に
は
必
ず

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

○
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
方

は
、
介
護
保
険
の
自
己
負
担
が

２
割
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
８
月
の
改
正
か

ら
、
一
定
以
上
の
所
得
の
あ
る

方
は
２
割
負
担
の
対
象
に
な
り

ま
し
た
。

○
現
役
並
み
の
所
得
が
あ
る
方

は
、
介
護
保
険
の
自
己
負
担
が

３
割
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
８
月
の
改
正
か

ら
、
現
役
並
み
の
所
得
の
あ
る

方
は
３
割
負
担
の
対
象
に
な
り

ま
し
た
。

＊
２
割
負
担
、
３
割
負
担
と
な

る
方
に
つ
い
て
は
、
【
下
表
】

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
負
担
割
合
の
判
定
の
基
準
と

な
る
の
は
、
１
月
か
ら
７
月
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
分
は
前
々

年
１
年
間
の
所
得
、
８
月
か
ら

12
月
の
利
用
分
は
前
年
１
年
間

の
所
得
で
す
。

＊
２
割
負
担
か
ら
３
割
負
担
と

な
る
方
に
つ
い
て
も
、
１
か
月

の
自
己
負
担
額
が
一
定
額
以
上

に
な
っ
た
場
合
に
超
え
た
額
を

払
い
戻
す
「
高
額
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
」
の
制
度
が
あ
る
た
め
、

必
ず
し
も
自
己
負
担
額
が
１
・

５
倍
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
福
祉
保
健

課　
　
　
　

☎
83
‐
２
７
７
７

要
支
援
・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
全
員
に

「
介
護
保
険 

負
担
割
合
証
」
を
送
付
し
ま
す

簡単！やさしいお食事づくり講習会 （障害者自立生活サポート事業）

　障害がある方も気楽に参加できるやさしい講習会です。参加者一人ひとりがご自身のできることを

見つけ、助け合いながら、身体に優しい食事を作り、楽しく食べる講習会です。みなさんのお申し込

みをお待ちしております。

〔日時・会場〕７月２５日（土）午前９時３０分～午後２時・保健福祉センター栄養指導室

〔対象者〕身体障害者手帳・精神保健福祉手帳・愛の手帳などをお持ちの方もしくは同等の障害があ   

　　　　ると判断される方で、保健福祉センターにいらっしゃることができる方

　　　　＊初めてお申し込みをされる方は、担当保健師にお身体の状況をお聞かせください。

　※申し込み、問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

年金収入+その他の合計所得金額の合計が
単身世帯で280万円以上340万円未満、または2人以上世帯で
346万円以上463万円未満

※第２号被保険者（40歳以上65歳未満の方）、市区町村民税非課税の方、生活保護を受給の方は上記にかかわらず１割負担

利用者負担の判定の流れ
年金収入+その他の合計所得金額の合計が
単身世帯で340万円以上、または2人以上世帯で463万円以上

本人の
合計所得金額が
220万円以上

本人の
合計所得金額が
160万円未満

６５
歳
以
上
の
方

３割負担

２割負担

２割負担

１割負担

１割負担

年金収入+その他の合計所得金額の合計が
単身世帯で280万円以上、または2人以上世帯で346万円以上

年金収入+その他の合計所得金額の合計が
単身世帯で280万円未満、または2人以上世帯で346万円未満

本人の合計
所得金額が
160万円以上
220万円未満
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食
育
関
係
ほ
か

食 育 講 習 会
〔内　容〕「食べる夏」

　夏の暑さに負けない体を作るためには、水分補給はもちろん、しっかり食事をとることも大切です。

　今回の講習会では、食欲をアップさせる方法や、暑いなかでの調理の工夫などをご紹介します。

　みんなで楽しく調理実習を行い、夏バテ予防をしませんか？

〔日　時〕７月２９日（水）午前１０時～午後２時　    〔会　場〕保健福祉センター

〔持ち物〕エプロン・三角巾・手拭き用タオル・マスク　〔参加費・定員〕３００円・先着２０名

〔申込締切〕７月２２日（水）

【材料】（２人分）

・きゅうり　　　５０ｇ（約 1/2 本）

・なす　　　　　４０ｇ（約 1/2 本）

・みょうが　　　１０ｇ（約 1個）

・青じそ　　　　　１ｇ（1枚）

・しょうが　　　　７ｇ（約 1/3 片）

・納豆昆布　　　　２ｇ

（＝がごめ昆布　※刻み昆布でも代用可能）

　・醤油　　　　１２ｇ（小さじ 2）

　・みりん　　　　６ｇ（小さじ 1）

　・酢　　　　　　５ｇ（小さじ 1）

【作り方】

①きゅうり・なす・みょうがを５ｍｍ角に切る。

②なすは３分ほど、きゅうり・みょうがはサッと

　水にさらし、その後水気を切る。

③しょうが・青じそを粗くみじん切りする。

④★の調味料を合わせ、切った具材と納豆昆布を混ぜる。

⑤保存容器に移し、一晩くらい置き味をなじませる。

　※約２～３日保存がききます。

☆１人分の栄養価

エネルギー 23kcal　たんぱく質 1.1 ｇ

脂質 0.1 ｇ　炭水化物 4.8 ｇ　食塩相当量 1.0 ｇ

「
食
育
ひ
ろ
ば
」
そ
の
147
♪

山　 形　だ　し

★お知らせ★

　昆布やもずくに含まれるネバネバ成分は、抗がん作用、コレステロール抑制作用などがある水溶

性食物繊維のフコイダンです。食欲が低下しやすい暑い夏も、香味野菜と合わせた山形だしを活用

して、しっかりご飯を食べ、夏バテを予防しましょう。ご飯、冷ややっこにおすすめです。

※食育に関する申し込み、問い合わせは、福祉保健課　☎８３－２７７７

　おくたま食育上手！ホームページ　http://www.town.okutama.tokyo.jp/syokuikujozu/index.html

★

ウエルカムランチ保育園児と一緒に給食を食べませんか？

〔日　時〕７月１５日（水）午前１１時２０分集合　〔会　場〕氷川保育園

〔時　間〕午前１１時３０分～午後１時　　　　　　〔対　象〕原則５０歳以上

〔人　数〕各園２～３名（先着順）　　　　　　　　 〔参加費〕１人３００円

東京都の“児童虐待を防止するためのＬＩＮＥ相談”
「子ゴコロ・親ゴコロ相談＠東京」をご利用ください！

　東京都では、児童虐待を防止するためのＬＩＮＥを活用した子供や保護者からの相談窓口を設置して

います！（平日：午前９時～午後１１時、土・日・祝：午前９時～午後５時）

　子育ての悩みや困っていることなど、ひとりで抱え込まず、気軽に相談してください。

※問い合わせは、福祉保健局少子社会対策部計画課　☎０３－５３２０－４１３７

　https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/kodomo/katei/linesoudan.html (友だち登録用QRコード)
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関
係
機
関
お
知
ら
せ

募 集 種 目 受付期間 試 験 期 日 資   格

航空学生 男女 7 月 1 日～ 9 月 10 日
1 次 9 月 22 日 2 次 10 月 17 日～ 22 日
3 次【海】11 月 20 日～ 12 月 16 日
3 次【空】11 月 14 日～ 12 月 17 日

高卒(見込み含む)で
【海】23 歳未満の者
【空】21 歳未満の者

一般曹候補生 男女 7 月 1 日～ 9 月 10 日
1 次 9 月 18 日～ 20 日
2 次 10 月 9 日～ 14 日 18 歳以上

　33 歳未満の者
自衛官候補生 男女 年間を通じて受付 受付時に通知（＊１）

防衛医科大学校医学科 男女 7 月 1 日～ 10 月 7 日
1 次 10 月 24 日～ 25 日 
2 次 12 月 9 日～ 11 日 高卒（見込み含む）

21 歳未満の者
防衛医科大学校看護学科 男女 7 月 1 日～ 10 月 1 日

1 次 10 月 17 日 
2 次 11 月 28 日～ 29 日

防衛大学校 男女

〔推薦〕
9 月 5 日～ 9 月 11 日

9 月 26 日～ 27 日

高卒（見込み含む）
21 歳未満の者

〔総合選抜〕
9 月 5 日～ 9 月 11 日

1 次 9 月 26 日
2 次 10 月 31 日～ 11 月 1 日

〔一般〕
7 月 1 日～ 10 月 22 日

1 次 11 月 7 日～ 8日 
2 次 12 月 8 日～ 12 日

陸上自衛隊高等工科学校 男子

〔推薦〕
11月 1日～ 11 月 30 日

3 年 1 月 10 日～ 11 日
（いずれか 1日を指定） 男子で中卒（見込み

含む）17 歳未満の者〔一般〕11 月 1 日
　　 ～ 3 年 1月 6日

1次 3年 1月 23 日 
2 次 3 年 2 月 4 日～ 7日

令和２年 度　自衛官募集案内

＊１　令和３年３月高等学校卒業予定者または中等教育学校卒業予定者のための採用試験は、令和２年

　　９月１６日以降に行います。

　　　募集人員については、自衛官募集ホームページ（http://www.mod.go.jp/gsdf/jieikanbosyu/）

　　でご確認ください。

　※申し込み、問い合わせは、自衛隊東京地方協力本部 福生募集案内所 ☎０４２-５５１-４７２５

　　　　　　　　　　　　　　東京都福生市本町 142 マサビル B館 2F (JR 福生駅西口徒歩 2分 )　　

　　　　　　　　　　　　　　ホームページ　http://www.mod.go.jp/pco/tokyo/fussa　

西
多
摩
く
ら
し
の

　

相
談
セ
ン
タ
ー

　
　

か
ら
お
知
ら
せ

◎
奥
多
摩
町
く
ら
し
と

　
し
ご
と
の
相
談
会
（
無
料
）

　

経
済
的
な
問
題
で
生
活
に

困
っ
て
い
る
。
働
き
た
い
の
に

長
く
失
業
し
て
い
る
。
家
族
の

引
き
こ
も
り
や
ニ
ー
ト
で
悩
ん

で
い
る
。
子
ど
も
の
学
習
で
悩

ん
で
い
る
。

　

こ
ん
な
悩
み
を
抱
え
る
方
の

た
め
に
、
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
相

談
内
容
に
応
じ
て
個
別
に
支
援

し
ま
す
。

〔
日
時
〕
毎
週
火
曜
日
（
年
末

年
始
・
祝
日
を
除
く
）
午
後
１

時
30
分
～
３
時
30
分

〔
会
場
〕
福
祉
会
館
会
議
室
（
毎

月
第
１
・
３
・
５
火
曜
日
）・
文

化
会
館
会
議
室
（
毎
月
第
２
・

４
火
曜
日
）

〔
対
象
〕
町
内
在
住
の
方

◎
学
び
の
広
場
　
ホ
ッ
と

　
ス
ペ
ー
ス
ち
え
の
輪（
無
料
）

　

宿
題
の
解
き
方
を
教
え
合
っ

た
り
、
時
に
は
仲
間
と
イ
ベ
ン

ト（
ス
ラ
イ
ム
作
り
、ハ
ロ
ウ
ィ

ン
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ど
）
を
楽
し

み
な
が
ら
、
こ
こ
に
集
ま
っ
た

み
ん
な
の
将
来
を
切
り
ひ
ら
い

て
い
き
ま
す
。

　

随
時
、
見
学
・
体
験
参
加
を

受
付
け
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

〔
日
時
〕
毎
週
火
曜
日
（
年
末

年
始
・
祝
日
を
除
く
）
午
後
４

時
～
６
時

〔
会
場
〕
福
祉
会
館
会
議
室
（
毎

月
第
１
・
３
・
５
火
曜
日
）・
子

ど
も
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
（
毎

月
第
２
・
４
火
曜
日
）　

〔
対
象
〕
町
内
在
住
の
原
則
、

小
学
生
～
中
学
生
（
中
学
校
卒

業
～
18
歳
の
場
合
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
）

＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
で
事
業
が
中
止
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
相
談
会
は
、
中

止
の
場
合
で
も
電
話
で
の
ご
相

談
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

※
申
し
込
み
、
問
い
合
わ
せ

は
、
西
多
摩
く
ら
し
の
相
談
セ

ン
タ
ー　
　

☎
25
‐
３
５
０
１

http://kura

shinosoudan.

net/
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関
係
機
関
お
知
ら
せ

【
メ
ー
ル
警
視
庁
】

　

「
犯
罪
発
生
情
報
」
や
「
防

犯
情
報
」
を
メ
ー
ル
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　

登
録
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
空

メ
ー
ル
を
送
信
し
て
、
自
動
返

信
さ
れ
た
メ
ー
ル
の
操
作
案
内

に
従
っ
て
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

▼
青
梅
警
察
署

　
か
ら
お
知
ら
せ
▲

☆
令
和
２
年
青
梅
警
察
署
管
内

の
特
殊
詐
欺
被
害

　
　
　
　
　

（
６
月
９
日
現
在
）

○
特
殊
詐
欺
の
被
害　
　
　
　

　
　

６
件　

約
４
８
１
万
円

○
金
融
機
関
な
ど
に
よ
る
詐
欺

被
害
の
未
然
防
止

　
　

３
件　
　
　
　

23
万
円

＊
未
然
防
止
金
額
は
、
再
調
査

の
結
果
、
先
月
号
の
内
容
か
ら

右
記
の
額
に
訂
正
し
ま
す
。

☆
架
空
請
求
で
の
詐
欺
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
！

　

「
未
払
い
の
料
金
が
あ
る
」

「
登
録
解
除
の
た
め
に
は
支
払

い
が
必
要
」
と
っ
た
内
容
の

メ
ー
ル
が
届
い
て
い
ま
せ
ん

か
。

　

慌
て
て
メ
ー
ル
の
問
い
合
わ

せ
先
に
連
絡
し
た
結
果
、「
今

日
中
に
料
金
を
支
払
わ
な
い

と
、
裁
判
を
起
こ
す
」、「
今
日

中
に
手
続
き
を
す
れ
ば
、
裁
判

は
起
こ
さ
ず
に
救
済
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
と
言
わ
れ
、
お
金

を
騙
し
と
ら
れ
た
詐
欺
被
害
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

架
空
請
求
で
の
詐
欺
被
害
を

防
ぐ
た
め
に
、「
身
に
覚
え
の

な
い
請
求
が
来
た
場
合
は
、
安

易
に
問
い
合
わ
せ
先
に
連
絡
し

な
い
」、「
端
末
の
受
信
設
定
を

変
更
し
て
知
ら
な
い
連
絡
先
か

ら
の
メ
ー
ル
を
ブ
ロ
ッ
ク
す

る
」
な
ど
の
対
策
を
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。

☆
詐
欺
被
害
防
止
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

警
視
庁
で
は
、
特
殊
詐
欺
被

害
防
止
の
た
め
金
融
機
関
で
一

定
額
以
上
の
取
引
が
あ
る
場

合
、
警
察
官
が
金
融
機
関
を
訪

れ
て
使
用
用
途
な
ど
を
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
青
梅
警
察

署
防
犯
係　

☎
22
‐
０
１
１
０

 

　
　
　
　
　

 

内
線
２
６
１
２

【
都
税
に
つ
い
て
】

◎
宿
泊
税
の
課
税
停
止
期
間
延

長
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　

東

京

都

で

は
、

東

京

２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開

催
延
期
を
受
け
て
、
宿
泊
税
の

課
税
停
止
期
間
を
令
和
２
年
７

月
１
日
か
ら
令
和
３
年
９
月
30

日
ま
で
延
長
す
る
方
針
と
し
ま

し
た
。

　

詳
細
は
、
都
主
税
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く

か
、
千
代
田
都
税
事
務
所
事
業

税
課
個
人
事
業
税
班
（
宿
泊
税

担
当
）
（
☎
０
３
（
３
２
５
２
）

７
１
４
４
）
ま
た
は
主
税
局
課

税
部
課
税
指
導
課
個
人
事
業
税

班
（
宿
泊
税
担
当
）（
☎
０
３

（
５
３
８
８
）
２
９
５
６
）
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
個
人
事
業
税
の
納
税
通
知
書

の
発
送
時
期
に
つ
い
て

　

都
税
事
務
所
か
ら
原
則
８
月

に
お
送
り
し
て
い
る
個
人
事
業

税
の
納
税
通
知
書
に
つ
い
て

は
、
所
得
税
お
よ
び
個
人
事
業

税
の
申
告
期
限
が
延
長
さ
れ
た

こ
と
や
、
緊
急
事
態
宣
言
に
よ

る
感
染
症
拡
大
防
止
対
応
を
実

施
し
た
影
響
に
よ
り
、
一
部
の

方
に
つ
い
て
は
９
月
以
降
に
お

送
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
都
主
税
局
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

八
王
子
都
税
事
務
所
個
人
事
業

税
班
（
☎
０
４
２
（
６
４
４
）

１
１
１
４
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

財
政
運
営
資
金
の

　
　
　
　
　
　
一
端
と
し
て

10
万
円　

㈱
サ
ム
ラ
イ
Ｔ
シ
ャ
ツ　

様

　
　
　
　

 
 

　
　

（
青
梅
市
）

町
の
教
育
振
興
の
た
め
に

10
万
円　

匿
名

〔
ふ
る
さ
と
納
税
〕

森
林
管
理
・
環
境
景
観
保
全

　
　
　
　
　
の
た
め
と
し
て

１
万
円　

鈴
木　
　

靖　

様

　
　

 
 

（
神
奈
川
県
葉
山
市
）

財
政
運
営
資
金
の
一
端

　
　
（
一
般
寄
付
）
と
し
て

３
万
円　

お
茶
と
の
り　

齋
藤
園　

様

　
　
　
　
　
　

 
 

（
青
梅
市
）

３
万
円　

大
山　
　

毅　

様

　
　
　
　
　
　

 
 

（
文
京
区
）

１
万
円　

大
西　

雅
美　

様

　
　
　
　
　

 
 

（
八
王
子
市
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
し
た

【
デ
ジ
ポ
リ
ス
】

　

デ
ジ
ポ
リ
ス
は
、
警
視
庁
公

認
の
防
犯
ア
プ
リ
で
す
。「
マ

イ
エ
リ
ア
」
を
登
録
し
て
近
隣

の
防
犯
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き

た
り
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
詐

欺
の
手
口
を
動
画
で
学
ん
で

対
策
で
き
た
り
と
、
多
彩
な

機
能
を
持
っ
て
い
ま
す
。 
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山
〈
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泊
２
日
〉
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月
８
日

（
土
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日
（
日
）
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親
子
チ
ャ
レ
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ジ
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第
４
回

親
子
で
ド
ロ
ー
ン
体
験<

１
泊

２
日>
８
月
15
日
（
土
）
～
16

日
（
日
）

③
清
流
山
女
魚
道
場
・
第
３
回

盛
期
の
大
型
山
女
魚
を
狙
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１
泊
２
日>

８
月
19
日
（
水
）

～
20
日
（
木
）
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奥
多
摩
山
し
ご
と
体
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・
第
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回
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刈
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１
泊
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日>

８

【
森
林
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詳
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気
軽
ゆ
る
り
　
奥
多
摩
森

林
セ
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〔
森
林
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ラ
ピ
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専
用
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ド
で
癒
し
の
森
林

浴
〕
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月
12
日
（
日
）

②
水
辺
絶
景
の
鳩
ノ
巣
渓
谷
と

森
林
浴
ハ
イ
キ
ン
グ
〔
渓
谷
ビ

ュ
ー
の
ホ
テ
ル
で
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ラ
ッ
ク
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ガ
＆
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ラ
ン
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〕
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月

19
日
（
日
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気
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る
り
　
奥
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摩
森

林
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ー
〔
森
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ー
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ド
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〕
７
月
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日
（
火
）

【
登
山
・
観
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ツ
ア
ー
】

①
ト
レ
ッ
キ
ン
グ>

大
多
摩
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
＆
む
か

し
道
〔
１
３
８
㎞
の
最
初
の
一

滴
を
目
指
し
て
、
多
摩
川
を
遡

る
〕
７
月
18
日
（
土
）

②
ト
レ
ッ
キ
ン
グ>

海
沢
三
滝

〔
海
沢
カ
タ
ク
リ
山
の
レ
ン
ゲ

シ
ョ
ウ
マ
と
納
涼
滝
巡
り
〕
７

月
29
日
（
水
）

【
山
の
ふ
る
さ
と
村

　
　
　
　  
体
験
教
室
】

詳
細
☟

観
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施
設
・
行
事
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ど
の
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知
ら
せ
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ん
や
り
涼
し
い
奥
多
摩
夏

の
魚
釣
り<

１
泊
２
日>

８
月

19
日
（
水
）
～
20
日
（
木
）

〔
申
込
〕官
製
は
が
き
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Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
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②
ヤ
マ
メ
と
マ
ス
の
つ
か
み
ど

り
（
当
日
受
付
）
７
月
18
日

（
土
）・
19
日
（
日
）・
23
日
（
木
・

★
「
町
民
割
引
価
格
」
あ
り
！

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

＊
各
ツ
ア
ー
と
も
参
加
費
用
が

発
生
し
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
問
い
合
わ
せ
は
、
一
般
財
団

法
人
お
く
た
ま
地
域
振
興
財
団
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７月の休日・全夜間　担当医療機関（救急患者に限ります）

奥 多 摩 病 院
 

≪診療時間≫

　●平日外来（月～金）午前9時～ ・【受付時間】午前8時～11時30分

　〇午後診療（毎週火・水・木曜日）午後2時30分～3時30分　

　　＊内科診療のみ・前日までに要予約

　〇小児予防接種（同上）午後3時30分～4時30分

　　＊前日までに要予約

　　【予約受付】平日の午後1時～4時30分・電話または窓口

≪峰谷診療所≫

　○毎週火曜日　　　 午後2時～3時（整形外科）

　○毎月隔週金曜日　 午後2時30分～3時30分（内科）

≪日原診療所≫

　○木曜日（月３回）　午後2時30分～3時30分（内科）

　〇木曜日（月１回）　午後2時～3時（整形外科）

◆受付時間外の診療も事前に電話連絡をお願いします。

　☎０４２８-８３-２１４５（代表）　

　奥多摩病院ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.town.okutama.tokyo.jp/gyose/

　　　　　　　　　　 kakuka/ka/biyouin.html

■禁煙外来（予約制）：禁煙をご希望の方は、ご利用ください。
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※
問
い
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、
奥
多
摩
都
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森
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理
事
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